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あらまし：昨今，教育の場への同期・非同期の ICT ツールの導入が進み，ハイブリッドな学びが一般化

しようとしている．しかし，オンラインでは他者との学びの交流機会が減少するため，自律的な学びのス

タイルが身についていない学生の学習が停滞する恐れがある．本研究では，学生自身に自分の学びのスタ

イルや行動をコンピテンシーモデルに着目して記録させ，バッジシステムにより可視化・共有する eポー

トフォリオを開発する．本稿はその実現アプローチと研究課題について述べる． 
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1. はじめに 

昨今のコロナ禍により教育の場に Zoom や Slack

などの同期・非同期の ICT ツールを導入することが

一般的となった．このことは，学習の場は必ずしも

学校（キャンパス）であることはなく，オンライン・

オンキャンパスが組み合わさったハイブリッドな学

びが普及するきっかけになることが想定される．ハ

イブリッドな学びは，多様な学びのスタイルを産み

出す可能性を持つ可能性があり，そのような学習教

育活動を評価するためには，オンライン，オンキャ

ンパスを問わず，継続的に学習者の学習活動を支援

し，評価することが求められる． 

大学での学びは真正な学習であることが求められ

ており，教員には分かりやすく役に立つ授業をする

こと，学生には主体的に学ぶことが求められている．

そのためには，「真正な課題」（実社会に関係する課

題）に自発的に取り組ませる必要がある．オンライ

ンを含めた学外での活動が組み合わさることで，オ

ンキャンパスでは知り得たはずの他者との学びの交

流機会が減少する．自律的な学びのスタイルを身に

つけていない学生には，どのように学んでいけばい

いのかがわからないといった，Relevance の欠如にも

繋がる可能性がある．そこで本研究では，学生自身

に自分の学びのスタイルや行動をコンピテンシーモ

デルに着目して意識化させ，彼らの学習行動を e ポ

ートフォリオに蓄積し，学内ソーシャル・ネットワ

ークの情報として可視化することで，バッジシステ

ムにより可視化することで，共有するソーシャルポ

ートフォリオを実現する．本システムにより，分散・

多様化した学びの活動を集約し，多様な学びのスタ

イルと他者の学び方に気づかせることで，自律的な

学習がおこなえる学生を育成する． 

 

2. 想定環境とコンピテンシーの必要性 

本研究が想定する「多様な学び」とは，成績表に

代表されるような科目を履修したという結果（得点

や合否判定）のみを評価する学びではなく，科目を

履修した結果に至るまでの学習の過程を評価対象と

する．例えば，「優」の成績の学生がいたとしても，

その学びの過程は様々である可能性があり，期末試

験での頑張りにもとづいたものなのか，日々の学習

成果（宿題やレポートなど）の積み重ねから導かれ

たのかによって異なる．また，たとえ「可」の学生

であったとしても，課外活動に専念したことが原因

である場合もある．本研究では，従来の成績表で表

現できない学生の学びを蓄積し，評価できる枠組み

の実現を目指している． 

コンピテンシーとは，Mclelland(1)の論文を契機に

した人材評価のアプローチであり，「ある職務におい

て効果的で優秀な成果を発揮する，個人の中に潜む

特性」，「ある基準に対して効果的なあるいは優れた

行動を引き起こす個人の中に潜む特性」と定義され

る(2)． 大学で行われている教育の評価は，科目ごと

に「優」「良」「可」などの試験や提出物などの成果

物を利用した評価を用いることが一般的であるが，

我々は学生の「多様な学びの評価」には，コンピテ

ンシーの視点から見た評価が必要と考える．また，

コンピテンシーを学生自身に意識化させることは，

学生に主体的な学びを継続させるための動機づけに

繋がると考える．
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3. ソーシャルポートフォリオによる支援 

学習活動のプロセスを通した継続的な学習成果物

や学習履歴データなどの記録には，e ポートフォリ

オが有効であり(3)，我々も過去に学習教育目標毎に

成績の評価を可視化するポートフォリオシステムの

開発を進めてきた(4) (5)．しかし，その評価指標はあ

くまでも成績データをベースに決められた学習教育

目標を設定したものであり，「多様な学び」に対応し

ているとはいえない． 

本論文で目指す e ポートフォリオでは，学習行動

やコンピテンシーのモデルを設定しつつ，学生自身

により，自らの学習行動やコンピテンシーの達成を

自由に入力する SNS のアプローチを融合したソー

シャルポートフォリオの形式を採用する．そのため

に，以下の研究課題を設定する． 

(1) コンピテンシーラベルの定義と対応 

 コンピテンシーは能力の氷山モデルで説明されて

いるように，「態度」や行動につながる「性格」「動

機」「価値観」といった「知識技能」のベースとなる

要素を重視している．企業では様々なコンピテンシ

ーモデルを設定して人材採用や教育に利用されてい

る(6)．本研究ではコンピテンシーラベルとして，学

生が自由に追加できるとするとともに，学習行動か

らラベルをマッピングする仕組みを開発する． 

(2) プライバシーを考慮した行動記録と発見支援 

本システムでは，コンピテンシーに繋がる行動記

録を学習者自身に登録させるが，全ての情報を発信

することは学生の精神的な抵抗感が発生することも

考えられる．そのため，公開範囲を管理するプライ

バシー制御を学生自身に設定可能とする仕組みを開

発する． 

(3) スキルの認証と信頼性の管理 

 本システムではスキルバッチシステムを導入しス

キルを可視化することで，自らのスキルを意識させ

るだけでなく，就職活動などでのセルフプロモーシ

ョンの要素としての利活用も想定している．しかし，

学生が自由にコンピテンシーを設定できる枠組みで

あるため，その信頼性の担保が必要となる．そこで，

教員によるデータの認証機構を設定し，その信頼性

を担保できる仕組みを開発する． 

 

4. おわりに 

本稿では，学生の「多様な学びの評価」を実現す

るためにコンピテンシーに着目し，その管理と可視

化を実現するソーシャルポートフォリオシステムの

提案と実現のための研究課題について述べた．今後

は，コンピテンシーラベルの調査とシステムの実装

を進める． 
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図 1  ソーシャルポートフォリオによる支援 
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